
『言語聴覚士国家試験マスターノート』正誤表

　『言語聴覚士国家試験マスターノート』第1版第1刷(2023年12月30日)に誤りがありました。

ここに慎んでお詫び申し上げるとともに,以下の通り訂正させて戴きます。正誤表のプリントアウトの郵送をご希望の際はeigyo@medicalview.co.jpまでご連絡ください。

（2025年1月23日更新　メジカルビュー社編集部）

【基礎編】

刷 ページ 該当箇所 誤 正 掲載日

1 p.4 上から21行目
…〔例：風疹，インフルエンザ，COVID-19（新型コロナウイルス感

染症）など〕。
…（例：風疹，インフルエンザなど）。 2025/1/23

1 p.6 図2 キャプション …大腸がんは結腸がんの合計。 …大腸がんは結腸がんと直腸がんの合計。 2024/1/26

1 p.13 図5 2024/1/26

1 p.15 図9 引き出し線 偏桃体 扁桃体 2024/1/26

1 p.24 図21a 引き出し線 2024/1/26

1 p.25 図22b 2024/1/26

1 p.26 下から6行目
・咀嚼筋は，咬筋，側頭筋，外側翼突筋，外側翼突筋の4つの筋

で構成される。

・咀嚼筋は，咬筋，側頭筋，外側翼突筋，内側翼突筋の4つの筋

で構成される。
2025/1/23

1 p.31 図1 2024/1/26

1 p.46 図6a 2024/1/26

1 p.84 図10 引き出し線 2024/1/26
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構成される（図1）。例外として，赤血球や血小板のように核をもたない無核細胞もある。
細胞膜
 •リン脂質二重層膜。受容体などのタンパク質も分布する。
 •細胞膜の性質として，①半透性で，O2，CO2などの小分子は通りやすいが，タンパク質などの
大分子は通りにくい。②イオンに対して選択的透過性をもつ。

細胞質
 •細胞内は液状の細胞質基質で満たされる。そのなかに細胞の働きを分担する細胞小器官（図1）
が存在する。
核
 •分裂して増殖する細胞はすべて核をもつ。核は核膜で覆われ，核小体をもつ。
 •遺伝情報を担うDNA（deoxyribonucleic acid：デオキシリボ核酸）が含まれる。
 •DNAは，細胞分裂時には染色体を形成する（ヒトの染色体は，常染色体44本と，性染色体2本
の計46本）。

細胞の構造と細胞小器官の働き図1

細胞小器官 働き

ミトコンドリア ATPを合成する

粗面小胞体 表面のリボソーム上でタン
パク質を合成する

滑面小胞体 代謝，貯蔵などにかかわる

ゴルジ装置 タンパク質の濃縮・分配に
かかわる

リソソーム 不要物の分解処理に働く

中心体 細胞分裂にかかわる

（文献1をもとに作成）

ATP：adenosine triphosphate（アデノシン三リン酸）

 神経細胞の構造と働き
 •神経細胞は神経系を構成する細胞でニューロンともいう。神経系は身体内の各器官を調節する
ための通信網として働き，神経細胞がその中心的役割を果たす。

神経細胞の働き
 •情報を受け取る→興奮→ほかの細胞へ伝達（後述）。
神経細胞の構造
 •細胞体，樹状突起（多数），軸索（1本），神経終末（軸索の先端）からなる（図2）。
①シナプス：神経終末とほかのニューロン（または筋細胞や腺細胞）との接合部のこと。ここで
ほかの細胞へ情報を伝達する（図2）。

②神経線維：軸索とそれを覆うS
シュワン

chwann細胞をまとめてよぶ名称。髄鞘をもつ有髄線維と，
もたない無髄線維とがある。

細胞質

リソソーム
ミトコンドリア

滑面小胞体

核小体

核

リボソーム

粗面小胞体

細胞膜ゴルジ装置

中心体
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すべての
指し線の
位置を修
正

※該当部分を拡大した図を示している

舌粘膜を内
舌筋の分類
から除外

頭蓋咽頭腫のイラ

ストを加え，指し

線の位置を修正

声帯靱帯の
指し位置を
修正

の部位の指し位置を修正

の部位の
指し位置
を修正

高橋祐太郎

高橋祐太郎



1 p.85
表9 左から2列目，上から

2つ目の欄
結核菌，麻疹ウイルス，水痘ウイルス，新型コロナウイルスなど 結核菌，麻疹ウイルス，水痘ウイルスなど 2025/1/23

1 p.100 CHECK！ Q 5問目 …と関係があると思い込むことであり，統合失調症でみられる。 …と関係があると思い込むことであり，うつ病患者によくみられる。 2025/1/23

1 p.114
図6

上段左図，上段右図
2024/1/26

1 p.120 図1 引き出し線 2024/1/26

1 p.122 図3 引き出し線 2024/1/26

1 p.153 図17 引き出し線 広大な大脳皮質領域（網様体賦活系） 広汎な大脳皮質領域（網様体賦活系） 2024/1/26

1 p.153 図17 キャプション
…意識（CM），運動制御（VA，Vl，Vim），記憶（A），そして言語

（VA，Vl，Pul）の機能にも…

…意識（CM），運動制御（VA，VL，Vim），記憶（A），そして言語

（VA，VL，Pul）の機能にも…
2024/1/26

1 p.217 図6 2024/1/26

1 p.260 図2 図中文字 抑制されたもの 抑圧されたもの 2024/1/26

1 p.272 上から11行目 …友人との関係を強め，心理的離乳が進む。この時期に… …友人との関係を強める。この時期に… 2025/1/23

1 p.272 最下行の下に文章を追加 …のなかで，親から心理的に独立しようとする（心理的離乳）。
…のなかで，親から心理的に独立しようとする（心理的離乳）。

・第二反抗期の頃に現れる心理的離乳がさらに進む。
2025/1/23

1 p.358

表6中「2. 年金保険（現金

支給）」

上から6行目

…受給権者が死亡した場合，1歳未満の子ども，… …受給権者が死亡した場合，18歳未満の子ども，… 2024/1/26

【専門編】

刷 ページ 該当箇所 誤 正 掲載日

1 p.26
表1 WAB失語症検査の概

要の欄
肢空間行為 視空間行為 2024/1/26

1 p.67
表3　左のグレーの欄のう

ち上の方
A. 社会的コミュケーションおよび… A. 社会的コミュニケーションおよび… 2024/1/26

1 p.121
表16　右の列，上から2つ

目の欄
…，筋委縮，… …，筋萎縮，… 2024/1/26

1 p.145
表18　左の列，上から6つ

目の欄
嚥下の意識下 嚥下の意識化 2024/1/26
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 •義歯は不潔になりやすく，義歯性口内炎の起因菌であるCandida albicansが増殖するため，機
械的清掃（ブラシで刷掃）と科学的清掃（義歯洗浄剤の使用）について指導する。煮沸消毒をする
高齢者もいるが，義歯の変形と変色の原因になるので行ってはいけない。
 •顎骨は経時的に変化するため，義歯の適合は徐々に低下してくる。不適合な義歯を使用してい
ると，びらんや褥瘡性潰瘍，粘膜の肥厚と粘膜下組織の線維性増生を起こすので，歯科医師に
よる定期的なメンテナンスを受けるように勧めることが重要である。
 舌接触補助床（PAP：palatal augmentation prosthesis）
 •舌と硬口蓋および軟口蓋の接触が十分得られないことが原因となり，摂食嚥下障害や構音障害
が生じた患者に対して用いる，上顎義歯の口蓋部を肥厚させた形態の装置（図6）。

軟口蓋

PAP図6

舌舌

鼻腔

PAP

舌の機能低下が摂食嚥下機能に及ぼす影響
 •舌の可動性が低下すると，口蓋に舌を接触することができなくなり構音と食塊搬送に影響を及
ぼす。
 •舌がんの手術後や脳血管疾患の後遺症，神経疾患による舌の運動麻痺をもつ患者は，口腔内に
食塊を保持することができず，水や食物の咽頭への早期流入や口腔内残留を認める。
 •構音点を形成することができないため，/ta/行や/ka/行，/sa/行などの発音が不明瞭になる。
 •嚥下の5期モデルにおける準備期と口腔期に影響を及ぼす。
PAPの装着による効果
 •舌の実質欠損や脳血管疾患，神経疾患による舌機能が低下した患者が適応となる。
 •PAPは機能時に舌と口蓋との間に本来生じてはならないスペースを補填するために，口蓋床や
上顎義歯口蓋部に厚みを付与して舌機能の代償を行う。
 軟口蓋挙上装置（PLP：palatal lift prosthesis）
 •軟口蓋を持続的に挙上することで鼻咽腔閉鎖不全を改善させる装置（図7）。
軟口蓋の挙上量低下が摂食嚥下機能に及ぼす影響
 •軟口蓋の挙上量の低下や，軟口蓋そのものが先天的もしくは後天的に欠損すると鼻咽腔閉鎖不
全となり，食塊が鼻腔へ逆流する。
 •鼻咽腔閉鎖不全により咽頭圧が不足し，嚥下後の咽頭残留の原因となる。
 •構音時に呼気が鼻腔へ流れるため開鼻声が生じる。
 •嚥下の5期モデルにおける準備期と口腔期および咽頭期に影響を及ぼす。
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 •義歯は不潔になりやすく，義歯性口内炎の起因菌であるCandida albicansが増殖するため，機
械的清掃（ブラシで刷掃）と科学的清掃（義歯洗浄剤の使用）について指導する。煮沸消毒をする
高齢者もいるが，義歯の変形と変色の原因になるので行ってはいけない。
 •顎骨は経時的に変化するため，義歯の適合は徐々に低下してくる。不適合な義歯を使用してい
ると，びらんや褥瘡性潰瘍，粘膜の肥厚と粘膜下組織の線維性増生を起こすので，歯科医師に
よる定期的なメンテナンスを受けるように勧めることが重要である。
 舌接触補助床（PAP：palatal augmentation prosthesis）
 •舌と硬口蓋および軟口蓋の接触が十分得られないことが原因となり，摂食嚥下障害や構音障害
が生じた患者に対して用いる，上顎義歯の口蓋部を肥厚させた形態の装置（図6）。

軟口蓋

PAP図6

舌舌

鼻腔
PAP

舌の機能低下が摂食嚥下機能に及ぼす影響
 •舌の可動性が低下すると，口蓋に舌を接触することができなくなり構音と食塊搬送に影響を及
ぼす。
 •舌がんの手術後や脳血管疾患の後遺症，神経疾患による舌の運動麻痺をもつ患者は，口腔内に
食塊を保持することができず，水や食物の咽頭への早期流入や口腔内残留を認める。
 •構音点を形成することができないため，/ta/行や/ka/行，/sa/行などの発音が不明瞭になる。
 •嚥下の5期モデルにおける準備期と口腔期に影響を及ぼす。
PAPの装着による効果
 •舌の実質欠損や脳血管疾患，神経疾患による舌機能が低下した患者が適応となる。
 •PAPは機能時に舌と口蓋との間に本来生じてはならないスペースを補填するために，口蓋床や
上顎義歯口蓋部に厚みを付与して舌機能の代償を行う。
 軟口蓋挙上装置（PLP：palatal lift prosthesis）
 •軟口蓋を持続的に挙上することで鼻咽腔閉鎖不全を改善させる装置（図7）。
軟口蓋の挙上量低下が摂食嚥下機能に及ぼす影響
 •軟口蓋の挙上量の低下や，軟口蓋そのものが先天的もしくは後天的に欠損すると鼻咽腔閉鎖不
全となり，食塊が鼻腔へ逆流する。
 •鼻咽腔閉鎖不全により咽頭圧が不足し，嚥下後の咽頭残留の原因となる。
 •構音時に呼気が鼻腔へ流れるため開鼻声が生じる。
 •嚥下の5期モデルにおける準備期と口腔期および咽頭期に影響を及ぼす。
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イラストに斜披裂筋を描き加え，

指し線の位置を修正

の部位の
指し位置
を修正

※該当部分を拡大

した図を示している

の部位の指し位置を修正し，

「嗅裂」と「後部篩骨蜂巣」を削除

の
部位の指し位
置とPAPの形
状を修正

甲状披裂筋（内筋）の

指し位置を修正


